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1 [~l の範囲 (6324.5平方キロ 632，450メッシュ)に相当する.対象とする土地利用は第 1表に示さ
れる15種目(l.山林・荒地等 2.回， 3. iHl .その他の用地， 4.造成中地， 5.空地， 6.工業用地， 7一
般低膚住宅地， 8.密集低層住宅地， 9.中・高層住宅地， 10.商業・業務用地， 1l.道路用地， 12.公
j君-緑地等， 13.その他の公用公益施設用地， 14.河川・湖沼等， 15.その他)である.本分析におい
ては，便宜上これら 15種目を農村I~I~土地利用( 1 ~ 3)， i斬移的土地利用(4と5)，都市的土地利用
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3 :JHl .その他の用地 地，採草放牧地，畜舎，温室等のよfIl及びその他の農
i訟をいう.
4 〕、立“ー )~瓦 中 地 宅地造成，埋立等の目的で人工的に土地の改革が進j斬移的 行中の土地をいう
土地利用 人工的に土地の整理が行われ 現在まだ利用されて
5 'コ?tニ 地 いない土地及び簡単な施設からなる屋外駐車場，ゴ
ルフ練習場，テニスコート，資材置場等を含む.
製造工場，加工工場，修理工場，採掘場，採石場，





























そ 。〉 他 の 公 式./乞、
公共業務施設，教育文化施設，供給処理施設，社会
13 
公 益 j)~也? 号H又IL 用 地 福祉施設，鉄道用地，パス発着センター，車庫，港
湾施設用地，空港等の用地をいう.
14 j可 J 1 j却i 沼 等 河川(河川敷，堤防を含む)，湖沼・溜池，養魚、場，その他の 拍子浜j訟をいう.
土地利用
防衛施設，米軍基地，基地跡地，演習場，皇室に関




















第 2表 土地利用変化の上位30位 (1974一例年)
1974年の土地利用 1984年の土地利用 面積(km2)
l.空地 一般低層住宅地 67.01 
2. ilH'その他の用地 一般低層住宅地 52.02 
3. iJ_j林・荒地等 空地 4l.39 
4. iJ_j林・荒地等 造成中地 34.23 
5. iJ_j林・荒地等 一般低層住宅地 28.44 
6.造成中地 空地 28.14 
7. 田 空地 26.02 
8.空地 道路用地 24.51 
9. ill'その他の用地 空地 22.51 
10.道路用地 一般低層住宅地 2l.29 
1l.空地 その他の公共公益施設用地 20.63 
12. 山林・荒地等 itn .その他の用地 20.03 
13. 回 畑・その他の用地 17.84 
14.空地 賄業・業務用地 17.04 
15.造成中地 一般低層住宅地 16.45 
16. iJ_j林・荒地等 その他の公共公益施設用地 16.15 
17. 海 造成中地 15.89 
18.造成中地 その他の公共公益施設用地 15.63 
19.空地 iH! .その他の用地 15.37 
20. 田 その他の公共公益施設用地 13.21 
2l.造成中地 道路用地 12.93 
2.空地 工業用地 12.84 
23. 白 一般低層住宅地 12.79 
24.焔・その他の用地 山林・荒地等 12.72 
25.道路用地 商業・業務用地 12.06 
26.造成1=1:]地 工業用地 1l. 74 
27.空地 中・高層住宅地 1l. 52 
28.畑・その他の用地 道路用地 1l. 29 
29.畑・その他の用地 その他の公共公益施設用地 10.96 






























第3表 実際の土地利用構成比 (1974年， 84年)とマルコフ連鎖モデルによる推定構成比
( 1994年)(研究対象全域)
土地利用 1974年 1984年 1994年(推定) 84/74]) 94/842) 
1. iJJ林・荒地等 22.49% 20.53% 18.34 % 0.913 0.893 
2. 田 14.25 12.82 11.82 0.900 0.923 
3.焔・その他の用地 16.79 15.88 14.70 0.946 0.926 
4.造成中地 2.23 1.00 1.06 0.448 1.060 
5.空地 5.48 3.82 3.94 0.697 1.031 
6.工業用地 3.61 3.96 4.03 1.097 1.018 
7.一般低層住宅地 15.58 18.91 20.68 1. 214 1.094 
8.密集低層住宅地 1.80 2.34 2.36 1.300 1.009 
9. Iや・高層住宅地 1.08 1.58 2.03 1.463 1.285 
10.商業・業務用地 2.60 3.36 4.01 1.292 1.193 
11.道路用地 3.30 3.71 3.90 1.124 1. 051 
12.公留・緑地等 1. 97 2.46 2.98 1.249 1.211 
13. その他の公共公益施設用地 4.03 5.10 6.00 1.266 1.] 76 
14. iiJJl1 .湖沼等 3.75 3.53 3.30 0.941 0.935 
15. その他 1.04 1.00 0.85 0.962 0.850 









































第4表 実際の土地利用構成比 (1984年)とマルコフ連鎖モデルによる推定構成比 (1994年)
との差(距離帯別)
。-10k岡 1O-20km 2O-30km 3O-40km 40-50km 50-60km 60-70km 
土地利用 f審成比 差 t蒔成lt 2主 t器f瓦lt ~ t韓成比 2を 構成比 主 f韓成比 差 構成比 主
1. [lJ綜・荒地等 0.45% -0.28 2.06% -0.38 11.53話回2.98 15.90% -2ω 31.20% -2.16 47.59泌ー1.85 40.00% -0.28 
2 沼 0.02 -0.01 1.60 -0.52 10.17 1ー.17 16.12 1ー.19 17.76 -0.97 14.45 -0.96 12.56 0.13 
3.焔その他の用地 0.17 0ー.01 10.20 1ー.20 20.15 自1.75 16.75 1ー.32 17.41 -1.20 14.48 -0.46 20.58 0ー.76
4 造成中地 1.96 -0.37 1.52 -0.47 1.27 -0.09 1.1 -0.16 0.68 0.39 0.32 0.63 0.24 -0.07 
5. :?l!地 3.56 -0.97 6.84 1ー.79 6.17 0.12 3.91 0.65 2.02 0.35 0.90 0.32 1.63 -0.34 
6.工業用地 4.81 叩0.80 6.46 -0.27 3.43 -0.02 5.10 0.27 2.76 0.22 1.87 0.15 2.23 0.00 
7 一般低層住宅地 19.86 -0.89 33.40 1.16 21.02 2.47 18.85 2.40 14.61 1.81 10.39 1.05 12.68 0.85 
8.密集低騒住宅地 10.79 0ー.25 6.42 0ー.14 4.14 0.12 1.06 0.04 0.23 0.02 0.05 O.∞ 0.01 -0.01 
9 中・高鳴住宅地 3.28 1.37 2.53 0.76 2.53 0.67 1.70 0.36 0.66 0.22 0.34 0.10 0.14 0.13 
10.商業・業務用地 21.40 1.01 6.14 1.33 3.17 0.79 2.25 0.62 1.37 0.35 1.07 0.20 1.23 0.21 
11.道路湖地 8.94 -0.08 4.93 0.42 2.96 0.47 4.47 0.01 2.85 0.11 2.10 0.12 2.72 -0.12 
12.公邸・緑地等 6.09 0.77 4.67 0.51 3.26 0.63 2.22 0.72 1.36 0.24 0.75 0.31 0.64 0.15 
13 その他の公共公益施設用地 12.08 1.∞ 8.33 1.04 6.64 1.18 4.69 0.90 2.80 0.77 3.24 0.48 1.52 0.26 
14 河)1・湖沼等 5.53 -0.35 4.48 -0.29 2.49 -0‘27 3.81 -0.31 3.80 -0.16 2ω 0ーω 3.82 -0.13 
15 その他 1.06 四0.15 0.42 -0.16 1.07 -0.17 2.06 -0.35 0.49 0.01 0.41 -0.05 O.∞ 。∞
合計 ωo∞% 100.∞% 100∞% 100.∞% 100.∞% 100∞% 100∞% 






公共的土地利用では， 0~10km 圏と 60~70km 圏で道路用地(11)の面積が減るだけで，他の公共的
土地利用はすべて 全距離帯で面積の増加が予測される.その他の土地利用(種目番号14，15)では，
40~50km 圏でその他(15)が若干増加することを除いて，全距離帯で面積の減少が予想される.














第5表 実際の土地利用構成比 (1984年)とマルコフ連鎖モデルによる推定構成比 (1994年)との差(方向日Ij)
北東方向 北西方向 南西方向 南東方向
土地利用 構成1:ヒ :;::~ 構成比 差 構成比 i:一江丘-戸 構成比 ß~ ι
ilJ林・荒地等 16.06% -2.98 19.13% -1.38 23.93% -2.56 24.95% 寸 .74
2. I 21.77 -1.56 14.73 1ー.30 3.62 0ー.48 13.43 0ー.19
3 対!l.その他の用地 16.79 0ー.85 ]9.95 -1.96 11.92 0ー.82 12.67 -0.58 
4 造成中地 0.75 0.25 0.33 0.21 1.08 0ー.02 3.44 -0.73 
5 空地 4.74 0.20 3.14 0.09 2.91 0.41 6.49 -1.01 
6 工業用地 2.69 0.10 2.85 0.23 4.95 0ー.09 7.17 0.02 
7 一般低層住宅地 14.17 2.05 17.61 1.78 26.70 1.69 ll.OO 1.49 
8 密集低穏住宅地 2.72 0.00 3.86 0.08 1.09 -0.02 0.40 -0.01 
9. r:j:J・高層住宅地 1.42 0.35 1.20 0.45 2.07 0.59 1.63 0.33 
10. 商業・業務用地 2.83 0.86 3.11 0.63 4.10 0.38 3.09 1.01 
11.道路用地 3.04 0.23 2.57 0.27 4.60 0.10 6.48 0.11 
12.公園・緑地等 2.06 0.67 2.72 0.61 2.73 0.32 1.80 0.44 
13. その他の公共公益施設用地 4.30 1.06 4.55 0.98 6.34 0.68 4.95 0.95 
14. i可)11.ilJl沼等 6.24 0ー.38 3.12 0ー.36 2.45 0.05 1.89 0.01 
15. その他 0.42 0.00 1.13 -0.33 1. 51 0ー.11 0.61 -0.08 
f:コL苦ロ手i 100.00% 100.00% 100.00% lOO.OO% 
注 1) r構成比」は. ]984年における実際の土地利用面積の割合を示す.
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東方向 (0.833)，最小は50~60km 留の北西方向 (0.547)である.距離帝京j で、は20~30km 留が最大
値を示し，ついで、30~40km 閣が高い値を示す. したがって20~40km [習の地帯は，他の地帯よりも土
地利用構成比がより均等であるといえる.時系列的にみると， O~10km ， 10~20km の地帯では年を




全体 0.822 0.831 0.839 。-lOkm 0.821 0.807 0.794 
北東方向 0.783 0.789 0.790 
北西方向 0.734 0.730 0.72] 
南西方In) 0.724 0.712 0.707 
南東方向 0.785 0.82] 0.820 
10-20km 0.841 0.823 0.805 
北東方向 0.836 0.84] 0.833 
北西方向 0.832 0.815 0.795 
南西方向 0.740 0.722 0.710 
南東方向 0.712 0.809 0.800 
20-30km 0.849 0.854 0.851 
北東方向 0.801 0.818 0.827 
北西方向 0.802 0.814 0.816 
南西方向 0.847 0.847 0.832 
南東方向 0.766 0.853 0.828 
30-40km 0.816 0.833 0.842 
北東方向 0.707 0.738 0.760 
北西方向 0.783 0.809 0.822 
南西方向 0.800 0.805 0.797 
南東方向 0.813 0.824 0.832 
40-50km 0.692 0.720 0.741 
北東方向 0.629 0.663 0.688 
北西方向 0.673 0.709 0.734 
南西方向 0.727 0.734 0.744 
南東方向 0.482 0.524 0.553 
50-60km 0.594 0.617 0.636 
北東方向 0.614 0.655 0.687 
北西方向j 0.505 0.528 0.547 
南西方向 0.643 0.652 0.660 
60-70km 0.605 0.624 0.640 






































The Estimation of the Land U se Change 
in the Tokyo Metropolitan Area 
Yuji MURA Y AMA 
This study tries to estimate the future land use pattern in the Tokyo Metropolitan area. using 
the numerical information data base on the land use compiled by the N ational Geographical 
Institute. The Tokyo Metropolitan area being divided into 24 districts based upon the distance 
and direction from Tokyo Station. the land use in these 24 districts in 1994 is predicted by ap-
plying the Markoff's chain model. Transition probability matrix is established in terms of 15 land 
use items between 1974 and 1984 
